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「歴史に刻まれる神のしるし。」 出エジプト記 10 章 1 節～7 節   

創
世
記
の
記
録
は
、
ア
ダ
ム
の
直
系
子
孫
の
口
伝
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て
き
た
も

の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
子
供
は
、
１
３
歳
に
な
っ
た
時
に
バ
ル
・

ミ
ツ
ワ
（
戒
律
の
子
）
と
呼
ば
れ
る
成
人
式
を
行
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
ラ
ビ
（
ユ

ダ
ヤ
教
教
師
）
が
示
す
律
法
（
創
世
記
・
出
エ
ジ
プ
ト
記
・
レ
ビ
記
・
民
数
記
・
申

命
記
）
の
箇
所
を
朗
読
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
詩
篇
の
９
，
１
０
，
２
５
，
３

４
，
３
７
，
１
１
１
，
１
１
２
，
１
１
９
，
１
４
５
篇
は
ヘ
ブ
ル
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
順
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
子
供
が
暗
記
暗
唱
す
る
た
め

の
も
の
だ
そ
う
で
す
。 

預
言
者
エ
ゼ
キ
エ
ル
は
、
「
『
人
の
子
よ
。
わ
た
し
が
あ
な
た
に
与
え
る
こ
の
巻
物

を
食
べ
、
そ
れ
で
腹
を
満
た
せ
。
』
私
が
そ
れ
を
食
べ
る
と
、
そ
れ
は
口
の
中
で
蜜
の

よ
う
に
甘
か
っ
た
。」（
エ
ゼ
キ
エ
ル
３
・3

）
と
神
に
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

黙
示
録
に
は
、
「
私
は
そ
の
御
使
い
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
『
私
に
そ
の
小
さ
な
巻
物

を
下
さ
い
』
と
言
っ
た
。
す
る
と
彼
は
言
っ
た
。
『
そ
れ
を
取
っ
て
食
べ
て
し
ま
い
な

さ
い
。
そ
れ
は
あ
な
た
の
腹
に
は
苦
い
が
、
あ
な
た
の
口
に
は
蜜
の
よ
う
に
甘

い
。』
」（
黙
１
０
・9

）
と
あ
り
ま
す
。 

聖
書
は
、
神
が
人
と
世
界
に
現
わ
し
た
働
き
と
意
味
を
示
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
神

の
人
格
と
人
の
救
い
の
道
を
明
ら
か
に
す
る
記
録
で
す
。
多
く
の
人
が
、
聖
書
を
神

話
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
神
話
は
、
寓
話
（
嘘
の
夢
物
語
）
や
仮
想
の
あ
り
得
な

い
話
が
あ
り
、
特
に
創
世
記
や
奇
跡
の
記
録
な
ど
に
つ
い
て
、
聖
書
に
関
し
て
神
話

的
な
扱
い
を
す
る
人
々
が
お
り
ま
す
。 

ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
時
代
の
記
録
に
つ
い
て
、
考
古
学
の
研
究
の
成
果
と
し
て
聖
書
の

記
録
が
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
が
多
く
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
歴
史
的
に
最
も
は
っ
き

り
と
し
た
一
番
古
い
記
録
は
、
へ
ブ
ル
人
の
出
エ
ジ
プ
ト
で
す
。
紀
元
前
１
５
０
０

年
ご
ろ
、
壮
年
男
子
だ
け
で
６
０
万
人
、
総
勢
数
百
万
人
の
へ
ブ
ル
人
の
エ
ジ
プ
ト

脱
出
と
カ
ナ
ン
定
着
は
、
歴
史
的
に
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
神
を
信
じ
な

い
歴
史
家
は
、
聖
書
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
大
規
模
な
こ
と
が
起
こ
る
は
ず
が
な
い
、

と
理
論
的
常
識
的
に
小
規
模
の
も
の
で
あ
る
と
捉
え
ま
す
が
、
小
規
模
の
人
々
で
は

カ
ナ
ン
占
領
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。 

「
わ
た
し
が
エ
ジ
プ
ト
に
対
し
て
力
を
働
か
せ
た
あ
の
こ
と
、
わ
た
し
が
彼
ら
の

中
で
行
っ
た
し
る
し
を
、
あ
な
た
が
息
子
や
孫
に
語
っ
て
聞
か
せ
る
た
め
で
あ
る
。

こ
う
し
て
あ
な
た
が
た
は
、
わ
た
し
が
【
主
】
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。」（
１
０
・2

） 

神
を
信
じ
な
い
、
神
に
従
わ
な
い
人
々
は
、
「
わ
た
し
の
前
に
身
を
低
く
す
る
の
を

拒
む
の
か
。
」
（3

）
と
い
う
人
々
で
す
。
フ
ァ
ラ
オ
は
そ
の
典
型
で
し
ょ
う
。
家
臣
た

ち
は
、
自
分
の
所
有
で
は
な
い
の
で
、
「
こ
の
男
は
、
い
つ
ま
で
私
た
ち
を
陥
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
者
た
ち
を
去
ら
せ
、
彼
ら
の
神
、
【
主
】
に
仕
え
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
エ
ジ
プ
ト
が
滅
び
る
の
が
、
ま
だ
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
の
で
す
か
。」（7

）
と 

           
 
 

実
利
に
従
っ
て
判
断
し
ま
す
が
、
神
を
信
じ
従
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

神
は
、
歴
史
に
ご
自
分
の
尊
厳
を
刻
み
ま
す
。
そ
の
神
の
威
容
を
知
り
、
あ
る
人

は
、
神
を
信
じ
従
い
、
あ
る
人
は
、
神
話
と
し
て
寓
話
と
し
て
気
に
も
留
め
な
い
の

で
す
。
神
が
エ
ジ
プ
ト
に
下
し
た
災
い
は
、
①
ナ
イ
ル
川
の
水
が
血
に
変
わ
っ
た
。

②
カ
エ
ル
が
地
を
埋
め
尽
く
し
た
。
③
ブ
ヨ
が
大
量
発
生
し
て
人
や
家
畜
を
襲
っ

た
。
④
ア
ブ
の
大
群
が
エ
ジ
プ
ト
人
を
襲
っ
た
。
⑤
伝
染
病
が
家
畜
を
襲
っ
た
。
⑥

煤
が
腫
物
を
起
こ
し
た
。
⑦
雹
が
作
物
を
枯
ら
し
た
。
⑧
イ
ナ
ゴ
が
地
を
覆
い
、
食

べ
尽
し
た
。
⑨
暗
闇
が
３
日
間
エ
ジ
プ
ト
を
覆
っ
た
。
⑩
エ
ジ
プ
ト
人
の
長
男
が
死

ん
だ
。
そ
れ
で
も
、
エ
ジ
プ
ト
人
は
神
を
信
じ
ず
、
た
だ
恐
れ
た
だ
け
で
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
エ
ジ
プ
ト
を
出
る
際
に
、
「
エ
ジ
プ
ト
に
銀
の
飾
り
、
金
の
飾
り
、
そ

し
て
衣
服
を
求
め
た
。
主
は
エ
ジ
プ
ト
が
こ
の
民
に
好
意
を
持
つ
よ
う
に
さ
れ
た
の

で
、
エ
ジ
プ
ト
人
は
彼
ら
の
求
め
を
聞
き
入
れ
た
。
」
（
出
１
２
・35

.36

）
。
「
入
り
混

じ
っ
て
来
た
多
く
の
異
国
人
」
（
１
２
・38

）
が
い
る
の
は
、
彼
ら
が
神
を
信
じ
求
め

た
か
ら
で
し
ょ
う
。 

信
仰
者
も
、
自
ら
の
出
エ
ジ
プ
ト
を
体
験
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
罪
に
ま
み

れ
た
社
会
と
自
ら
の
罪
の
生
活
か
ら
、
旅
立
つ
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
ペ
テ
ロ
は
、

「
わ
た
し
に
つ
い
て
来
な
さ
い
。
」
（
マ
タ
イ
４
・1

9

）
と
い
う
イ
エ
ス
様
の
呼
び
か

け
に
応
じ
て
、
直
ぐ
に
「
網
を
捨
て
て
イ
エ
ス
に
従
っ
た
。
」
（20

）
。
ヤ
コ
ブ
と
ヨ
ハ

ネ
の
兄
弟
は
、
イ
エ
ス
様
に
呼
び
掛
け
ら
れ
て
「
直
ぐ
に
舟
と
父
親
を
残
し
て
イ
エ

ス
に
従
っ
た
。
」
（22

）
。
マ
タ
イ
も
「
わ
た
し
に
つ
い
て
来
な
さ
い
。
」
と
い
う
呼
び

か
け
に
応
じ
て
、
取
税
人
の
仕
事
を
辞
め
ま
し
た
。 

ヨ
シ
ュ
ア
と
共
に
カ
ナ
ン
の
地
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
カ
レ
ブ
は
、
「
あ
な
た
の
足

が
踏
む
地
は
必
ず
、
永
久
に
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の
子
孫
の
相
続
地
と
な
る
。
あ
な

た
が
私
の
神
、
主
に
従
い
通
し
た
か
ら
で
あ
る
。
」
（
ヨ
シ
ュ
ア
１
４
・9

）
と
モ
ー
セ

に
誓
わ
れ
た
こ
と
を
語
り
、
「
私
は
八
十
五
歳
で
す
。
今
も
私
は
壮
健
で
す
。
」
（
同

10.1
1

）
と
誇
り
ま
し
た
。 

今
や
、
社
会
は
不
信
仰
と
快
楽
追
及
に
満
ち
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
に
奇
跡
や
不

思
議
を
見
せ
て
も
、
人
々
は
話
題
に
す
る
だ
け
で
、
神
を
求
め
、
信
じ
従
う
人
は
殆

ど
い
な
い
で
し
ょ
う
。 

教
会
は
、
総
会
を
経
て
、
神
を
信
じ
従
い
信
仰
を
全
う
し
よ
う
と
す
る
人
と
、
自

分
の
利
益
や
事
情
に
左
右
さ
れ
て
信
仰
を
揺
る
が
せ
て
い
る
人
を
区
別
し
ま
す
。
そ

れ
は
、
後
者
で
は
神
の
国
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
生
き
て
い
る
間
に
、
忠

告
す
る
た
め
で
す
。
神
の
国
の
門
で
拒
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
自
ら
の
信
仰
を
強
く
し

て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
神
は
、
歴
史
と
私
た
ち
の
生
活
で
ご
自
分
で
現
わ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
、
私
た
ち
は
し
っ
か
り
と
わ
き
ま
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

             



出エジプト 10:1 【主】はモーセに言われた。「ファラ

オのところに行け。わたしは彼とその家臣たちの心を

硬くした。それは、わたしが、これらのしるしを彼ら

の中で行うためである。 

10:2 また、わたしがエジプトに対して力を働かせたあ

のこと、わたしが彼らの中で行ったしるしを、あなた

が息子や孫に語って聞かせるためである。こうしてあ

なたがたは、わたしが【主】であることを知る。」 

10:3 モーセとアロンはファラオのところに行き、彼に

向かって言った。「ヘブル人の神、【主】はこう言われ

ます。『いつまで、わたしの前に身を低くするのを拒む

のか。わたしの民を去らせ、彼らがわたしに仕えるよ

うにせよ。 

10:4 もしあなたが、わたしの民を去らせることを拒む

なら、見よ、わたしは明日、いなごをあなたの領土に

送る。 

10:5 いなごが地の面をおおい、地は見えなくなる。ま

た、雹の害を免れてあなたがたに残されているものを

食い尽くし、野に生えているあなたがたの木をみな食

い尽くし、 

10:6 あなたの家とすべての家臣の家、および全エジプ

トの家に満ちる。これは、あなたの先祖も、またその

先祖も、彼らがこの土地にあった日から今日に至るま

で、見たことがないものである。』」こうして彼は身を

翻してファラオのもとから出て行った。 

10:7 家臣たちはファラオに言った。「この男は、いつ

まで私たちを陥れるのでしょうか。この者たちを去ら

せ、彼らの神、【主】に仕えさせてください。エジプト

が滅びるのが、まだお分かりにならないのですか。」 

 

 

 

 

 

【NKJV】Exo 10:1 Now the Lord said to Moses, 
"Go in to Pharaoh; for I have hardened his heart 
and the hearts of his servants, that I may show 
these signs of Mine before him, 
 10:2 "and that you may tell in the hearing of 
your son and your son's son the mighty things I 
have done in Egypt, and My signs which I have 
done among them, that you may know that I am 
the Lord." 
 10:3 So Moses and Aaron came in to Pharaoh 
and said to him, "Thus says the Lord God of the 
Hebrews: 'How long will you refuse to humble 
yourself before Me? Let My people go, that they 
may serve Me. 
 10:4 'Or else, if you refuse to let My people go, 
behold, tomorrow I will bring locusts into your 
territory. 
 10:5 'And they shall cover the face of the earth, 
so that no one will be able to see the earth; and 
they shall eat the residue of what is left, which 
remains to you from the hail, and they shall eat 
every tree which grows up for you out of the field. 
 10:6 'They shall fill your houses, the houses of 
all your servants, and the houses of all the 
Egyptians-which neither your fathers nor your 
fathers' fathers have seen, since the day that 
they were on the earth to this day.' " And he 
turned and went out from Pharaoh. 
 10:7 Then Pharaoh's servants said to him, "How 
long shall this man be a snare to us? Let the men 
go, that they may serve the Lord their God. Do 
you not yet know that Egypt is destroyed?" 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 


	千葉福音キリスト教会は、キリスト教プロテスタントの日本福音同盟（ＪＥＡ）に加盟する日本アッセンブリーズ･オブ･ゴッド教団に属し､聖書をすべて神のことばとして信じ､罪の赦しの福音を伝え､聖霊なる神の世界に対する介入を認めて、聖霊のバプテスマと賜物、病の癒し、奇跡、再臨を信じます。



